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第二回定時総会、開催。

平成十三年七月八日午後五時より目黒雅叙園にて、中上美代子幹事の司会によ

り総会ならびに懇親会が開催された。

真仁田勉会長の挨拶で始まり、ご来賓として白井克彦副総長と総長室校友課長

岡本宏一氏よりご挨拶を頂いた。

議長に鈴木正明副会長、副議長に海沼美智子副会長を選出し、事業報告、各部

会報告、創立百二十五周年記念事業募金、稲門祭、会計決算など了承され、事業

計画案、予算案、役員改選等も満場一致で通過した。

懇親会では、三田恵子指揮によるアンサンブル・プレトクル十二名がマンドリ

ンによる校歌を奏でる中、品田一良相談役の挨拶に続き、ご来賓の世田谷稲門会

常任幹事鈴木宏治氏、港稲門会会長土屋喜一氏、日黒三日会副会長深津和彦氏の

ご祝辞を頂いた。

横山大副会長の乾杯の音頭により懇親の輪が広がり、会場は賑やかな和気藷々

の歓談の場と化した。話が盛り上がるなか、当会員である衆議院議員手塚仁雄氏、

日本水泳界の要職を歴任された浜口喜博氏、荒瀬修一郎相談役などのスピーチが

行われた。

宴たけなわではあったが時間が追り、阿部喜久雄副会長の注目の一言で会場が

静まり返り、閉会の言葉となった。その後、岡本宏一氏のエールにより、自然に

「校歌」合唱となり、次回 (新年会)での再会を期すこととし、午後八時三十分
名残惜しくも閉会となった。

参加者 (敬称略 。会員五十音順 )

来賓 大学副総長        白井克彦

(中上 記 )

大学校友課・課長 岡本宏一

目黒三日会・副会長    深津和彦
港稲門会・会長 土屋喜一

世田谷稲門会・常任理事  鈴木宏治
日本水泳界・元五輪選手  浜口喜博

会員 阿部喜久雄夫妻・阿部隆彦・荒瀬修一郎・安藤虎雄・市瀬達夫・伊藤源
喜・岩崎正夫・海口昭治・榎本茂・大竹一子・大賀正雄・大野利幸夫

妻・岡田鍾吾・大山高明・小川裕正・海沼美智子・岸猛弘・桑野祐光・

郡山弘文 。小林一光・品田一良夫妻・島田久家・鈴木正明・杉田則弘・

高森康夫・田島順一郎・都築秀行・土川俊雄・手塚仁雄・外岡明・中井

募裏T責馨鼎馨晶T曾医言黒T昇:晨番三森曇露機:亀吉電護霙曇撃模
見和則・藤岡長世・藤沼茂・松尾洋一・松原進一・真仁田勉夫妻・宮下

光司・保井正・矢杉正明・八幡和三郎・横山大・渡辺三郎・脇坂誠也
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小山宙丸  顧111
星野聡史  顧Pl
人賀正雄  相談役
品Lu‐良  相談役
桜井輝隆  相談役
松戸 猛  相談役
佐藤嘉同り 相談役
荒瀬修―郎 相談役 (新 )

計良勝利  相談役 (新 )
真仁田勉  会長・囲碁部会長
阿部喜久雄 副会長

渡辺三郎  副会長
中沢信平  副会長
都築秀行  副会長
横山 大  副会長
鈴木正明  副会長・ゴルフ部会長
大山高明  副会長
海沼美智子 副会長・グルメ部会長

浅海敏之  幹事長
土川俊雄  副幹事長・三金会長
樋口定廣  事務局長
島田久家  幹事
松岡雅俊  幹事
渡辺太郎  幹事

氏名 職名・分掌

目黒稲門会第2期会計報告書
(平成12年 4月 1日 ～平成13年 3月 31日 )

注 (1)年会費
当期会費  133名  658000円
前受会費  2名   10,000円
前期会費  1名   5000「 rJ

注 (2)次期繰越金の内訳は、普通頂金87783円、郵使貯金51 596PJ

監資報告書
私たち会計監事は、平成12年 4月 1日から平成13年 3月 31日までの第2期会計年度

の会計報告を監査いたしました結果、適性かつ正確であることを認めま丸

平成13年 6月 11日

目黒稲門会 会計監事 土方正巳 印
会計監事 林田雅敏 印
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幹事・ダンス部会長

幹事

幹事

幹事・編集長

パソコン部会長

幹事・旅行部会長

幹事 青少年文化部長
幹事・会計担当

幹事

幹事

幹事

幹事

幹事 カラオケ部会長
幹事 (新 )・ 同 L代理

幹事 (新 )

幹事 (新 )

幹事 (新 )

幹事 (新 )

幹事 (新 )

幹事 (新 )

幹事 (新 )
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幹事 li雀部会長代理

監事・麻雀部会長

監事

(単位=円 )

rl   日 金  額 備   考

前期繰越金 254511

年会費 (1) 673.000

総会収入 610,000 平成12年 7月総会

新年会収入 616.000 平成13年 1月新年会

組織強化補助金 181000 部会運営費・通信費・会報作成費の
一部として支出

黎た1又入

合計 2,335,951

支

出

会議費 l.342.36] 総会、新年会、役員会等

部会運営費

会報費 140745 印刷費等

交際費 他稲門会、校友会等

事務用品費 47,677 封筒作製費等

通信費 246,668 郵送費等

雑費 43121 振込手数十1等

次期繰越金 (2)

合計
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目黒稲門会第3期予算案
(平成13年 4月 1日 ～平成14年 3月 31日 )

住lり i、 電 111番 り、参加人数をりl記 の 1 お |し ,△ 卜さい

人 4均  J・ (11'1´ 0337127090)

平成 13年 7り 12711金 ′計 可ホテル17階 レインボーラウンジにおいて29名 の会11

が lJ_ま リビアバーティーを‖‖1‖致しました

,'〔仁 111会 1こ御夫奏、樋 I嗜 l務 111こ 御lり(秦、F」 部副会長御夫妻をはじめ、着手

2()代 の女11:会サ〔もお集まリドさり女1■ 10名 り」性 19名 で美味しいお111と アルコ

ールに舌鼓をうち、よくIIき 、よく飲み、よく実ったあっという間の2時間でした。

〈会計報告〉

収人の部  5500× 29名 ‐1599500円

支‖|の部  ホテル支ツ、い 15995001Ч
残高の部           OЧ
尚、「乍年のビアバーテ ィーの残高38円 は今回の通信費として使わせて頂きました

`

平成13年 7月 31‖

‖黒稲門会幹事 大竹  了

春のバスツアー (旅 行部会 )

4月 1411(:L)、 午前7時 にH黒駅に集合、前者5高 東北道を 路福島へて公園人口でバスを降りて、春
いっぱいの花見山を遠望すると、途中の道路の渋滞や長旅の疲れも一瞬に吹きとんで、サクラ、ポケ、

レンギョウ、ハナモモなどまさに百花線乱の世界に包みこまれていったのでした。出んぼの畦道伝い

に /」Nいたり、花本の畑の「Flを 抜け、柔らかな日差しを受けて香りを放っているソメイヨシノ、濃いピン

クのイとをびっしりつけたハナモモ、清流に臨んでri糸 の滝のようなユキヤナギなどをllIあ いの小径伝

いに観賞 したあと、4i食は花力‖の情」を流れる小川の端でお花見弁当。すく限の11に は、つくしが顔を

出していました.

「雪柳、恋は遥けきll飾 りJや「ら、り返えりまたふり返える花見山」などの駄句を日にし、別れを1昔 し

みつつ帰路についたのでした.途 中、郡山ではお花見団子のおやつをいただき、つづいて郡山の中
′ЁヽにあるIfJの 名所 (1300本 )月 成山公園を散策し、隣接の柏屋で薄皮餞頭など各自好みのお土産を

求めたりしました.お花見づ くしの旅も ll調 にこなし、車中での歌や語 りを聞きながら、大竹旅行部

会長などお世話いただいた方々に感謝 しつつ、三々五々お別れしたのでした。   (桑 野 記 )

会費納入のお願い

本年度会費未納の方は、早めに納入ください。

問合せ・連絡は岩崎 (03-5723-8156)ま たは事務局 (03-3723‐ 2637)ま で。

(単位 =円 )
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 行〔 備 考

1又

入

前期繰 ljt企 139379

年会費 725000 50001Ч ×145名

総会収入 600000 10000「 1× 60名

新年公収入 600000 100001[]× 60名

組織強化補助金 179000 校友会より (部会運営費・通信費
会報作成費に充当

合 計 2243379

支

出

会議 費 1209600 総会、新年会、役員会等

部会運営費 170000

会報費 230000 印刷費等

交際費 160000 他稲門会、校友会等

事務用:粘費 66000 封筒作製費等

通信費 200000 郵送費等

雑費 50.000 振込手数十1等

次期繰越金 157779

合計 2243379



70月27日 αり は,年につ 相門妻ですο

稲門祭福引券 (1枚2000円)をお求めいただくと……
●こ希望の参カロ賞がもらえます。
料 枚で :な

テi二彙ζ魃暴r的
器 ―高 紬 嗣 訃 レーシー多帥勺チース

*2枚で :ゴルフキャップ、江戸切子から選択
*3枚で :Wマ ークつきウインドブレーカー

*5枚で :カ シオGシ ョック (若者に人気の腕時計 )、 Baby―Gか ら選択     i
多くが早稲田大学オリジナルグッズ。前売り優先。

これだけで、モ トがとれます。

●豪華賞品が当た ります。

クルマ、海外旅行、ノートパソコン、一流ホテル宿泊券、デジタルピア

ノ、商品券、地域産品、テレホンカードなど協賛企業・校友からの賞品

合計2000本。昨年販売された福引券は7500枚。約4枚に1本当たります。

宝くじより高確率です。

*10月 21日・午後2時30分頃から大蘭き
堂にて抽選。発表を行います。

当日来られない方の福引券は実行委員がお預かりし番号チェック、結

果をご連絡します。

●大学へ寄付ができます。
2000円 のうち約1000円が、大学への寄付となります。

*な お今年の福引売上金は、125周 年に向けて募金の一部とな

る予定です。

*お問合せは目黒稲門会2001年稲門祭実行委員 (岩崎 。

大竹・遠藤)ま で

〈お断り〉当選賞品・参加賞を宅配便でお送りする場合、

送料はご負担ください。

θθδ21

稲門祭 福引券申込書 (FAX:3716‐4020へ )
氏名 年度・学部 こ予約枚数    枚

こ希望参加賞にチェックを (人気賞品は品切れる可能性があります。お申込はお早めに。)

□大藤き堂置き物 □多目的チーフ ロサンバイザー (以上 1枚 )

ロゴルフキャップ ロ江戸切子 (以上2枚)      ロウイン ドブレーカー (3枚 )

□カシオGシ ョック  ロカシオBaby―G(以上5枚 )

校友会当日は □参カロできる   □参tllできない  □わからない

*お支払いは東京三菱銀行小山支店 (普)0835103 岩崎正夫口座まで


